
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月６日（土），学校創立１２０周年を記念した学習発表会が行われました。今年度は，新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大防止のため，保護者を招いての発表会場は体育館とし，低・中・高学年の３

部制での開催としました。オープニングを飾ったのは，今年度から地域学校協働活動の一環として活動

を始めた，地域民話クラブと大曽根太鼓クラブの発表でした。両クラブとも，地域指導者の皆様からご

指導いただきながら練習してきた成果を存分に発揮し，すばらしい発表となりました。また，続く各学

年の発表も，各教科や総合的な学習の時間等で学習してきたことを，ＩＣＴ機器なども活用しながらわ

かりやすく発表していました。参観する側の児童にとっても，よい学びの機会となりました。 

 発表会終了後は，昇降口前で５年生の作ったお米「こどものゆめ」

と４年生の作った「大曽根元気味噌」の販売会も行われました。コロ

ナ禍において，様々な活動が制限されてまいりましたが，地域・保護

者の皆様とふれあう機会を得て，子供たちも普段以上に生き生きと

活動できていたように思います。感染防止対策にもご配慮いただき

ながら温かく参観いただきましたことに，心から感謝申し上げます。 
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本校の伝統行事である敬老芋煮会ですが，今年度も

例年どおりの会食は実施できないこととなりなした。

そうした中，日頃の感謝の気持ちを伝える方法を６年

生が中心となって話し合い，その結果，お手紙とＤＶ

Ｄを添えて，収穫できた里芋を祖父母の皆様にお配り

することに決まりました。ＤＶＤには，６年生が撮影

した「各学年の学級紹介」と「授業風景」，学習発表

会での「地域民話クラブ」と「大曽根太鼓クラブ」の

発表が収録されています。昨年とはまた違った形で本

校の伝統を引き継いでくれることになりました。コロ

ナ禍において活動が制限される中，今年だからこそで

きる新たな実施方法を仲間と協働しながら創り出し，

全校児童をリードしながら実践してくれた６年生の

子供たちを頼もしく思います。 

お子さんが持ち帰った際には，ご家族そろって学校

の様子をご覧いただくとともに，子供たちが育てた里

芋を「芋煮」にしてご賞味いただけたら幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習発表会終了後，大規模な自然災害等の発

生を想定した，保護者への児童の引き渡し訓練

を実施しました。「緊急時引き渡しカード」の照

合による円滑かつ確実な引き渡しに留意しまし

たが，皆様のご協力により訓練開始から実質30

分で全ての児童を引き渡すことができました。 

 今後も，様々な危機を想定した避難訓練等を

実施・検証しながら児童の安全確保に努めてま

いります。引き続きご協力をお願い致します。 

 

 

 この度，大曽根コミュニティセンターからご

協力をいただき，子供たちが図画工作等の時間

に制作した作品を展示いただけることになりま

した。期間は，１１月１０日（水）から１９日（金）

までの平日で，午前９時から午後４時３０分ま

で（１９日は午後４時）の開館時間内にご覧いた

だくことができます。 

 大曽根コミュニティセンターご利用の際には

お立ち寄りいただき．また、この機会に展示会に

足をお運びいただき，子供たちの作品をご覧く

ださいますようご案内申し上げます。 

【展示作品】 

１年生  お話の絵（アパートのへや） 

２年生  お話の絵（ぞうのエルマー） 

３年生  工作 くぎうちトントン 

４年生  絵  わすれられない気持ち 

５年生  絵  まだ見ぬ世界 

６年生  工作 未来のわたし 


